
 

2025年度活動概要     教材開発研究会 

 

本研究会は、教材開発に関する理論研究と、大学英語教育の目的に応じた教材開発の実

践を活動の柱としています。2025年度は、「教材」を広く捉え、「言語教育・言語学習

委に役立つものすべて」と定義し、１）教材をどのように開発し、どう使用し、どう評

価するべきか、２）現在の英語教育において使用されている「教材」の課題は何か、３）

教材開発研究を英語教育研究の中にどう位置付けるべきかを中心に、様々な角度から検

討を行いました。本年度の主な活動は以下の通りです。 

(1) JACET関西第 2回講演会を企画・開催し、オンラインにて、東京外国語大学・投野由

紀夫先生に、「私はどのように英語教材を作ってきたか」の題目でご講演をいただき

ました。研究を踏まえた教材開発の重要性についてお話しいただきました。 

(2) オンラインにて 7 回の研究会を開催しました。研究会メンバーによる講演 1 本、研

究発表 26本が行われました。毎回、研究テーマに関する貴重な情報や知見が提供さ

れ、参加者間での活発な議論が交わされました。 

(3) 第 64回 JACET国際大会（東京）、および、第 8回 JAAL in JACET（日本応用言語学

会）学術交流集会において、SIGポスター発表を行いました。 

(4) JACET関西支部大会にて、研究会メンバーによるコロキアムを開催しました。 

詳細は、SIGサイトに記載しています（https://jacetsigmaterial.blogspot.com/）。素

晴らしい講演と研究発表をいただいた先生方にこの場を借りて、御礼申し上げます。 

2026年度は、テーマを「AI時代の大学英語教材開発：現状と課題」とし、引き続き理論

研究を中心に、オンラインでの研究会を積極的に開催していきたいと考えています。教

材開発にご興味のある先生方のご参加をお待ちしています。 
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